
⽇本におけるニューノーマル期の
⼤学間学⽣交流の⽅針に関する

考察/実践報告
─学校種類別による⽐較検討を中⼼に─ 

第26回留学⽣教育学会研究⼤会
オンライン開催
2021年8⽉21⽇

⼤阪⼤学国際教育交流センター 中野 遼⼦
⼤阪⼤学国際教育交流センター 鈴⽊ 恵

⼤阪⼤学経済学研究科 ⽊村 多嘉⼦
1

国際共同研究加速基金（国際共同研究強化(B)）「大学間教育交流のニュー
ノーマル；各種プログラムの再定義」（20KK0052 研究代表者：近藤佐知彦）



アウトライン

はじめに

1. 本発表の⽬的

2. 調査概要

3. 結果

2

4. 考察

5. まとめ

6. 本研究からの提⾔

7. 今後の課題



はじめに 1
• 2020年から現在まで、COVID-19感染拡⼤によ

り留学交流が制限されている。

• ⽇本におけるニューノーマル期の⼤学間学⽣交流
を明らかにすることを⽬的として、科研チームで
⽇本の⼤学と海外（主にアメリカ、韓国、ドイツ、
イタリア）の⼤学向けにアンケート調査を実施。

• 本発表では、⽇本アンケート調査の結果を主に提
⽰し、海外調査については補⾜的に使⽤する。
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はじめに 2
• 2021年6⽉15⽇、⽂部科学省から「安全確保の

徹底を前提として海外への約1年間の⻑期留学を
容認する通知」が出された。

4

「国内⼤学、留学再開へ ワクチン接種進展追い⾵」『⽇本経済新聞』2021 年7 ⽉10 ⽇、
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUE0340M0T00C21A7000000/?unlock=1 
（2021/7/11 閲覧）

今秋の留学⽣派遣を巡る主な⼤学の対応

再開
北海道、東北、東京、東京外国語、早稲⽥、
慶應義塾、国際基督教、名古屋、関⻄学院、
⼤阪、関⻄、同志社

⾒送り 国際教養、⽴命館、神⼾、九州

『⽇本経済新聞』2021年7⽉10⽇の記事を基に、発表者作成
(注）⾒送りには、特例的に認める⼤学も含む



１．本発表の⽬的
① ⽇本のニューノーマル期の⼤学間学⽣交流
再開の傾向について、学校種類別に⽐較し
た結果を提⽰する。

② 現段階における⼤学間学⽣交流再開の⽅針、
留学形態の⾒通しを中⼼とした分析を通し
て、⽇本の傾向を明らかにする。

③ ⽇本のニューノーマル期の⼤学間学⽣交流
再開について、今後重要な点を提⽰する。
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2．調査概要

6

【調査⽅法】 REAS（リアルタイム評価⽀援システム）を
使⽤したアンケート調査

【調査期間】
⽇本調査

2021年2⽉19⽇〜5⽉31⽇
海外調査

2021年3⽉1⽇〜5⽉31⽇

【対象者】 国際交流に関して、⼤学を代表する⽴場の担
当教職員

【回答数】 ⽇本調査 179校
海外調査 85校



��
�

������

��
�

������

��
�

������

��
�

������

��
�

������

��
�

������

	�
�

������

	�
�

������

�

�� �	 � �� � � �� � �	 ��
�� � � � � � �	 � �� ��

�� � �� � �� � �
 � � ��

�� �� �� �� 	 �	 � ��

�

�� �� �� ��
��


7

07� 60 !6 � �8 �2 12 �5 ����


2�34 � � �� �� �� � � 
 ��

��34 � 	 � 
 �� � � � ��

9�34 � � �� �� �� � � � ��

����
 � �� �� �� �� �� 
 �	 ��


回答校の概要

���� ���� ��

�
 �	 �� ��

�
 	 �� ��

	
 � �� ��
�� �� ��� ��	



8

本発表における⼤学の分類
⽂部科学省による「令和2年度規模別⼤学⼀覧」を参考に分類を
⾏った。

⽂部科学省（2021）令和2年度規模別⼤学⼀覧︓
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/jouhoukiban/kekka/1280706.htm （2021/08/08閲覧）

34920 17 �7 57 �8
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3.1 感染症制御後の学⽣交流に向けての準備・再開の⽅針
3. 結果

国⽴・私⽴の⽅が、公⽴より⽅針を決定している割合が⾼い。

12.7%

4.3%

10.8%

25.5%

15.2%

36.5%

12.7%

19.6%

20.3%

32.7%

30.4%

21.6%

16.4%

30.4%

10.8%

8.0%

��

��

��

����?���03.1-,:�+*/2*3�NE(J!�� ��
����?���03.1-,:�<���+*/2*3�NE(J!���&�"���8KH���
���	��
��?���9>�����NEFJ����8K(��!#����� ��
���	��
��?���NE(7!&�!�CM(ABH���
���	�4GI%�Q6;P(=5�&����
$�D��NE�LO���
���	��

$@(���R��
'
% �)�



10

3.1 感染症制御後の学⽣交流に向けての準備 再開の⽅針

A型⼤学（病院あり・なし）とC型病院あり⼤学が、他より⽅針を決定して
いる割合が多い。

3. 結果
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3.1 感染症制御後の学⽣交流に向けての準備 再開の⽅針

病院あり⼤学の⽅が、⽅針を決定している割合が⾼い。

3. 結果
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3. 結果

国⽴・公⽴は学内の意⾒を、私⽴は学外の意⾒を重視する傾向がある
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3.2  留学再開に際し参考にする意⾒
3つまでで選択
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3.2  留学再開に際し参考にする意⾒
3つまでで選択

• A型⼤学とB型病院あり⼤学は、保護者の意⾒を参考にしていない。
• A型病院あり⼤学以外は、ベンチマークの⼤学を参考にする傾向がある。
• A型病院なし⼤学は、海外の⼤学連合を参考にする傾向がある。

3. 結果
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• 病院あり⼤学は学内の意⾒・アドバイスを参考にする割合が⾼い。

3. 結果
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3.2  留学再開に際し参考にする意⾒
3つまでで選択
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3.3 感染症制御後の留学形態（対⾯とオンラインの⽐率）
3.  結果
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• 私⽴・公⽴は「対⾯のみ」「オンラインのみ」の回答が国⽴より多い。
• 国⽴はオンラインも取り⼊れた対⾯留学を進めようとしている傾向がある。

オンライン重視

対⾯重視
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3.3 感染症制御後の留学形態（対⾯とオンラインの⽐率）
3. 結果
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B型病院なしとC型病院なし⼤学が、最も対⾯留学を重視する傾向がある。

オンライン重視

対⾯重視
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3.3 感染症制御後の留学形態（対⾯とオンラインの⽐率）
3. 結果
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• 病院なし⼤学の⽅が対⾯留学を重視している傾向がある。

オンライン重視

対⾯重視



3.4 感染症制御後の⼤学間留学交流プログラム派遣候補者
選抜の際の「平等性」と「既得権」

3. 結果

18
公⽴は平等性を重視。⽐較的国⽴は既得権重視の傾向がある。
→ 学⽣数や派遣数等の⼤学の規模により⽐較する必要性。

既得権重視平等性重視
渡航中⽌・中断を余儀なくされていた学⽣と、新たに留学交流を希望
する学⽣の間は公平・平等に取り扱われるべきである。

本⼈の責に帰さない理由で渡航中⽌・中断を余儀なくされていた学⽣
は、渡航実現に向けて優先的に取り扱われるべきである。
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3. 結果

19
• 全体的に平等性重視の⼤学が多い。
• B型病院あり⼤学（全て国公⽴）が既得権を重視する傾向がある。

平等性重視 既得権重視

3.4 感染症制御後の⼤学間留学交流プログラム派遣候補者
選抜の際の「平等性」と「既得権」
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3.  結果
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病院の有無では、「平等性」と「既得権」に対する考え⽅はほぼ同様。

既得権重視平等性重視

3.4 感染症制御後の⼤学間留学交流プログラム派遣候補者
選抜の際の「平等性」と「既得権」



3.5 感染症制御後の学⽣交流再開の⽅針
3. 結果
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• 私⽴が最も学⽣交流再開について積極的な傾向がある。
• 公⽴が他と⽐較して、学⽣交流再開に消極的な傾向がある。
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3.5 感染症制御後の学⽣交流再開の⽅針
3. 結果
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• A型病院なし（全て私⽴）とB型病院なし（半分私⽴）⼤学が積極的。
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3.5 感染症制御後の学⽣交流再開の⽅針
3. 結果
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• 病院なし⼤学の⽅が、学⽣交流再開について積極的な傾向がある。

13.3%

7.8%

22.7%

13.7%

59.4%

74.5%

1.6%

3.9%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

����

����

.0�&���2���4%8���$7�",	���
);�!6���������2�5
%8�$7��9	���
*'� ��#1�);�:-�(���/��+"	���

�3
������



3.6 留学と修了要件
3.  結果
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御校には修了・卒業の要件として、留学など海外での経験を要するコースや教育課程（ダブ
ルディグリーの課程などを含む）がありますか。

• 国⽴と私⽴は、公⽴と⽐較して、留学を修了要件としている割合が⾼い。
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3.6 留学と修了要件
3. 結果
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御校には修了・卒業の要件として、留学など海外での経験を要するコースや教育課程（ダブ
ルディグリーの課程などを含む）がありますか。

• 留学を修了要件としている⼤学は、A型病院あり⼤学が最も多い。
• A型とB型⼤学の60%以上が留学を修了要件としている。

→ A型⼤学は留学交流再開の⽅針を決定している割合が⾼い。
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3.6 留学と修了要件
3. 結果

26

御校には修了・卒業の要件として、留学など海外での経験を要するコースや教育課程（ダブ
ルディグリーの課程などを含む）がありますか。

• 留学を修了要件としている⼤学は、病院あり⼤学の⽅が多い。
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3.7  コロナ禍における留学必須の課程への対応
はいと回答した79校（国⽴44、公⽴9、私⽴26）について

3. 結果
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(1) 卒業・修了を延期させた（させている）。

(2) 仮想的にグローバル教育代替プログラムを課し、修了要件相当と⾒
做した。（海外の授業にオンライン参加させるなど）

(3) 国内で実地に⾏われる代替教育プログラムを課し、修了要件相当と
⾒做した。（学内で実施されている国際性の⾼い授業に参加させるなど）

(4) 国内での多⽂化経験に基づく実践もしくは実習中⼼の代替プログラ
ムを課し、修了要件相当と⾒做した。

（留学⽣や外国⼈住⺠とのワークショップなど）



3.7  コロナ禍における留学必須 の課程への対応
はいと回答した79校（国⽴44、公⽴9、私⽴26）について

3. 結果
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(1) 卒業・修了を延期させた（させている）。
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• 国⽴A型病院あり⼤
学が、卒業延期につ
いては、検討中の傾
向がある。
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3.7  コロナ禍における留学必須 の課程への対応
はいと回答した79校（国⽴44、公⽴9、私⽴26）について

3. 結果
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(2)仮想的にグローバル教育代替プログラムを課し、修了要件相当と⾒做した。
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• (2)の対応を採⽤した⼤学が最も多
い。

• 特に私⽴⼤学が採⽤する傾向がある。
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3. 結果
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(3) 国内で実地に⾏われる代替教育プログラムを課し、修了要件相当と⾒做した。
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3.7  コロナ禍における留学必須 の課程への対応
はいと回答した79校について
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• (3)を採⽤した私⽴は
50%であった。
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3. 結果
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(4) 国内での多⽂化経験に基づく実践もしくは実習中⼼の代替プログラムを課し、
修了要件相当と⾒做した。
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3.7  コロナ禍における留学必須 の課程への対応
はいと回答した79校について
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• (4)を選択した⼤学は全
体的に少ない。
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3.8 ニューノーマル期の合意形成
3. 結果

32

(1)【各⼤学個別の対応から】⼤きな枠組みではなく、各⼤学が特定
もしくは少数の協定校との間での個別の合意からはじめるべきだ
と思います。

(2)【政府等のイニシアティブから】⼤きな枠組み作りは政府（政府
間）もしくは公的機関が取り組むべき課題であり、各学校はそれ
に従う⽴場だと思います。

(3)【国内での合意を優先】まずは国内⼤学等で国際的にも通⽤する
新たな枠組みを議論・共有するべきで、国際的な枠組みは国内で
の認識の共有が出来てからでしょう。

(4)【国際的な⼤学イニシアティブから】国境を越えた交流の枠組み
であるので、はじめから国際的な場で関係⼤学等が議論し、ベス
トな解を探るべき課題だと考えます。
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3.8 ニューノーマル期の合意形成3. 結果
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(1) 【各⼤学個別の対応から】⼤きな枠組みではなく、各⼤学が特定もしくは
少数の協定校との間での個別の合意からはじめるべきだと思います。
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• 国公私⽴や⼤学規模で、特
徴的な差は⾒られなかった。

• 病院なし⼤学の⽅が、「各
⼤学個別の対応」をやや重
視する傾向がある。
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3.8 ニューノーマル期の合意形成3. 結果
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(2)【政府等のイニシアティブから】⼤きな枠組み作りは政府（政府間）もしく
は公的機関が取り組むべき課題であり、各学校はそれに従う⽴場だと思います。
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• 国公⽴が、私⽴より「政
府等のイニシアティブ」
を重視する傾向がある。
（C型病院あり⼤学は全
て国公⽴。）
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(3)【国内での合意を優先】まずは国内⼤学等で国際的にも通⽤する新たな枠組
みを議論・共有するべきで、国際的な枠組みは国内での認識の共有が出来てか
らでしょう。

3.8 ニューノーマル期の合意形成3. 結果

17.5%

0.0%
14.6%

25.0%

3.7%

30.8%

19.0%

17.5%

14.3%

22.9%

12.5%

33.3%

13.3%

30.8%

14.3%

42.5%

71.4%

45.8%

25.0%

44.4%

53.3%

23.1%

52.4%

20.0%

14.3%

10.4%

12.5%

11.1%

26.7%

15.4%

14.3%

2.5%

6.3%

25.0%

7.4%

6.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

���	�
����
���	�
����
C
�	�
����
C
�	�
����
B
�	�
����
B
�	�
����
A
�	�
����
A
�	�
����

���
	�

�������
���
	�

�������	�

�������
����

����

14.0%

11.8%

21.2%

13.7%

44.7%

51.0%

15.1%

17.6%

5.0%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

����

����
���
	�

�������
���
	�

�������	�

�������
����

����

• 「国内での合意を優先」
すべきだと考える⼤学は
全体的に少ない。

• 特にA型⼤学で、「そう
思う」の回答がない。

→ ベンチマークとなりうる
A型⼤学が、「国内の合意形
成」を重視していない。
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(4)【国際的な⼤学イニシアティブから】国境を越えた交流の枠組みであるので、
はじめから国際的な場で関係⼤学等が議論し、ベストな解を探るべき課題だと
考えます。

3.8 ニューノーマル期の合意形成3. 結果
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• 「国内での合意」より「国
際的な合意」の⽅が、「そ
う思う」の回答が多い。

• 国⽴・私⽴が、公⽴より
「国際的な合意」を重視し
ている傾向がある。



3.9 合意形成の主体（3つまで選択）

3. 結果
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• 「政府や政府関連機関」、「国・地域単位のネットワーキング」、「国
境を超えた学校ネットワーク組織」が上位3つである。
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3.9 合意形成の主体（3つまで選択）

3. 結果
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• 国公⽴は「政府や政府関連機関」、「国・地域単位のネットワーキン
グ」を重視する傾向。

• 私⽴⼤学は、「国境を超えた学校ネットワーク組織」を重視する傾向。
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3.9 合意形成の主体（3つまで選択）3. 結果

• A型病院あり⼤学は、「国・地域単位のネットワーキング」を重視。
• B型とC型の病院あり⼤学は、「政府・政府関連機関」を重視。
• C型病院なし⼤学は「個別の⼤学同⼠」を重視。
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3.9 合意形成の主体（3つまで選択）3. 結果

• 病院あり⼤学は、「国・地域単位のネットワーキング」を重視。
• 病院なし⼤学は、「国境を超えた学校ネットワーク組織」と「個別の⼤

学同⼠」を重視。
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回答校の学校種別と所在地域
（参考）3.10  海外調査

・アメリカ27校、カナダ、ブラジル、ペルー各1校
・韓国12校、ブルネイ、インド、台湾、ベトナム各1校
・ドイツ22校、イタリア9校、デンマーク、フィンランド、フランス、

アイルランド、オランダ、スウェーデン、イギリス各1校
・オーストラリア1校

National or
Public

University

Private
University Other Total

Americas 11 11 8 30
Asia 6 9 1 16
Europe 36 2 0 38
Oceania 1 0 0 1
Total 54 22 9 85
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感染症制御後の留学形態（対⾯とオンラインの⽐率）
3.10 海外調査（地域別）の結果
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• 欧⽶地域の⼤学は対⾯重視の傾向。
• アジアは⽐較的オンライン重視の傾向。

オンライン重視

対⾯重視
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感染症制御後の留学形態（対⾯とオンラインの⽐率）
ドイツ調査の結果
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95.4%が対⾯重視の留学を進める、と回答している。

オンライン重視

対⾯重視

3.10 海外調査（国公私⽴別）の結果

⽇本の結果



⼤学分類別の特徴⼀覧
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4. 考察
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4. 考察

受⼊留学⽣数と学校種別
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4. 考察

受⼊留学⽣数と学校種別
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• 留学⽣1,000⼈以上を受け⼊れている⼤学の多くが、国⽴A型病院あり⼤学。
• 続いて、私⽴A型⼤学。
→ 留学⽣関連の業務が多岐にわたり、煩雑になる傾向。
→ 受⼊留学⽣数により、学⽣交流再開の意識も異なっている。
→ A型⼤学が、他⼤学とも協⼒しながら、率先して学⽣交流再開を牽引するこ
とが必要。



4. 考察

しかし、
• A型⼤学は、国内の合意形成を重視していない。
• A型⼤学は、今後の留学形態（対⾯とオンライ
ン）についても検討中が多い。
→ ベンチマークとしての役割をはたしていないの
ではないか︖
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5. まとめ
• 国公⽴と私⽴、⼤学規模別、病院の有無により、⼤学間学⽣交流

再開について、(1) 今後の⽅針、(2) 今後の留学形態、(3)合意形
成の主体、について異なる考えを持つ傾向がある

→ 留学が修了要件かどうかと留学⽣数が影響
– 留学が修了要件の場合は、留学の⽅針の決定に積極的
– 留学⽣数が多いと、慎重な回答（対⾯留学を徐々に再開等）が多い

• ⽇本における今後の留学形態は、対⾯を基本としつつも、オンラ
インを活⽤した留学教育にも積極的である。（海外調査のアジア
の回答と類似）

• 海外調査、特にドイツ調査と⽐較すると、対⾯留学については消
極的である。

• 「各⼤学個別の対応」の回答が多く、「国内の合意形成」を重視
していない傾向がある。
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5. まとめ

50

国⽴⼤学

• 約半数が、留学再開の⽅針の⽬処が⽴っている。
• 留学再開について学内の意⾒を参考にしている。
• 留学を修了要件としている⽐率は半数以上。
• 合意形成について、「政府等のイニシアティブ」、「国際的な合意」を重視。
• 「政府や政府関連機関」、「国・地域単位のネットワーキング」を重視。

公⽴⼤学 • 留学再開について学内の意⾒を参考にしている。
• 「政府や政府関連機関」、「国・地域単位のネットワーキング」を重視。

私⽴⼤学

• 約40%が、留学再開の⽅針の⽬処が⽴っている。
• 留学再開について学外の意⾒を参考にしている。
• 留学を修了要件としている⽐率は50%弱。
• 合意形成について、「国際的な合意」を重視。
• 「国境を超えた学校ネットワーク組織」を重視。

病院あり⼤学
• 留学再開について学内の意⾒を参考にしている。
• 留学形態（対⾯・オンライン）については検討中が多い。
• 留学を修了要件としている⽐率が⾼い。

病院なし⼤学
• 留学再開について学外の意⾒を参考にしている。
• 留学形態（対⾯・オンライン）については、対⾯重視。
• 「国境を超えた学校ネットワーク組織」と「個別の⼤学同⼠」を重視。



6. 本研究からの提⾔

1. 国内の合意形成や、情報の共有を積極的に⾏う。
→ 共有された情報を⾃分のところで⽌めずに、さ
らに広げる（オープンシェア）

2. 留学⽣数の多い、主にA型⼤学が、積極的に⽇本
のニューノーマル期の学⽣交流実施の主体となる
必要がある。
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6. その他の提⾔
3. 国際学⽣交流の専⾨機関の必要性（DAAD, IIE等）
– 緊急事態における情報共有
– データやアンケート等の情報を取りまとめる専⾨機関

4. オンライン国際学⽣交流のガイドラインの作成は
急務
（特に学⽣の受講態度による単位付与の基準等）
（中野・⽯倉・近藤, 2020bを基に作成した参考資料を参照）

5. オンラインの活⽤により、今後国際関係の部署の
業務量の⼤幅な増加が予想される。
→ 国際交流関連部署の充実が望まれる。
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7. 今後の課題
nアンケート調査しか実施できなかったため、各⼤学の
具体的な取り組み事例を提⽰することができなかった。

n最新の動向を追いきれていない。

l今後はインタビューを実施し、「ニューノーマル期の
⼤学間学⽣交流再開の⽅針」や「留学形態の⾒通し」
についての具体的な内容について引き続き調査を⾏う。

l海外の⼤学へもインタビュー調査を実施し、各国の
ニューノーマル期の⼤学間学⽣交流再開の⽅針の傾向
を探る。

l回答協⼒校以外の受⼊留学⽣数を調べて、⽇本の留学
交流の傾向に関する調査をさらに深める。

ニューノーマル期の⼤学間学⽣交流再開の際に、⽇本が
何を考慮し、実⾏していく必要があるのかを解明したい。
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⼤阪⼤学経済学研究科 ⽊村 多嘉⼦
55

本研究はJSPS科研費 JP 20KK0052の助成を受けたものです。



56

（参考資料）
今後の留学交流（受け⼊れ・派遣）活性化への課題⼀覧

( )内は回答者の数、中野・⽯倉・近藤（2020b）参照
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